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一
般
質
問
　
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
す
る
一
般
質
問
の
内
容
は
、
質
問
・
答
弁
を
質
問
者
自
ら
要
約
執
筆
し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

芳賀高跡地の利用計画は
町 120区画を造成し、道路、上下水道、公園を整備

小林　信二　議員　

問
芳
賀
高
跡
地
の
利
用
は
、
今

　

ま
で
の
説
明
で
は
、
宅
地
を

造
成
、
販
売
し
、
人
口
増
を
図
る
と

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
計
画
に
変
更

が
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　

１
２
０
区
画
の

　
　
　
　
　
　

住
宅
地
を
整
備

答
町
長　

人
口
減
少
の
克
服
と

地
方
創
生
の
実
現
を
す
る
こ

と
や
、
工
業
団
地
就
業
者
の
住
宅
需

要
へ
の
対
応
な
ど
を
目
的
に
住
宅
地

を
整
備
し
ま
す
。
事
業
概
要
は
、
芳

賀
高
跡
地
と
隣
接
民
有
地
合
わ
せ
て

約
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
域
を
造
成
し
、

道
路
、
上
下
水
道
、
公
園
な
ど
を
整

備
し
ま
す
。
区
画
分
譲
数
は
、
１
区

画
250
平
方
メ
ー
ト
ル
、
約
76
坪
程
度

の
宅
地
を
120
区
画
、
約
２
、
７
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
の
商
業
用
地
を
分
譲

す
る
計
画
で
、
総
事
業
費
は
概
算
で

約
10
億
円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
後
半
の
着
工
を
目
指
し

ま
す
。
整
備
工
事
の
完
成
は
、
平
成

32
年
ご
ろ
に
な
る
見
込
み
で
す
。
分

譲
時
期
は
、
平
成
30
年
か
ら
一
部
分

譲
を
開
始
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
整
備
工
事
の
完
成
が
平
成
32 

　

年
ご
ろ
の
予
定
だ
が
、
も
っ

と
早
く
完
成
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

補
助
事
業
の
計
画
は
。

答
建
設
産
業
部
長
兼
都
市
計
画
課
長

工
事
期
間
の
短
縮
は
、
予
算

や
職
員
数
に
あ
わ
せ
て
道
路
、
公
園
、

上
下
水
道
、
造
成
工
事
を
実
施
す
る

た
め
、
４
年
程
度
の
工
事
期
間
は
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。
導
入
す
る
補

助
事
業
は
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

問
造
成
工
事
後
、
地
盤
安
定
に

　

約
１
年
か
か
る
が
、
地
盤
が

弱
い
せ
い
か
。
ま
た
、
パ
イ
ル
も
抜

い
た
こ
と
も
原
因
か
。
水
道
管
の
石

綿
管
の
処
理
は
、
ど
の
よ
う
に
す
る

か
。答

建
設
産
業
部
長
兼
都
市
計
画
課
長

地
盤
は
事
業
前
に
土
質
調
査

を
行
っ
た
結
果
、
建
物
を
支
持
す
る

の
に
必
要
な
地
耐
力
に
つ
い
て
は
、

何
ら
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
芳
賀
高

建
設
時
に
埋
め
込
ん
だ
杭
等
に
つ
い

て
は
、
し
っ
か
り
埋
め
戻
し
を
し
て

い
ま
す
の
で
、
地
耐
力
に
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
こ
れ
か
ら
の
自
治
体
は
、
地

　

域
間
競
争
に
勝
た
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
人
口
増

問
題
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、

市
街
化
調
整
区
域
を
見
直
す
考
え

は
。答

町
長
　
市
街
化
調
整
区
域
の

見
直
し
は
、
芳
賀
町
は
宇
都

宮
都
市
計
画
区
域
に
入
っ
て
い
ま
す

の
で
、
そ
の
中
で
見
直
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。
人
口
増
を
国
、
県
に
理
解

し
て
い
た
だ
き
、
市
街
化
区
域
を
拡

大
し
、
魅
力
あ
る
町
を
つ
く
る
た
め

に
人
口
増
は
必
要
で
す
の
で
、
努
力

し
て
い
き
た
い
。

問
分
譲
価
格
の
設
定
は
、
ど
の

　

よ
う
に
。

答
町
長　

分
譲
価
格
は
、
不
動

産
鑑
定
を
行
い
、
価
格
設
定

を
し
た
い
。
坪
単
価
と
し
て
は
、
薬

師
の
郷
や
周
辺
の
赤
坂
地
区
の
地
下

公
示
価
格
な
ど
を
参
考
に
す
る
と
、

約
８
万
円
程
度
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

▲ 芳賀高跡地
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問
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
応
援
や

　

発
展
に
貢
献
し
た
い
自
治
体

に
寄
付
す
る
制
度
と
し
て
平
成
20
年

度
に
始
ま
り
ま
し
た
。
来
年
度
か
ら

納
税
手
続
を
簡
素
化
す
る
た
め
税
務

署
へ
の
確
定
申
告
を
不
要
と
し
、
寄

付
し
た
自
治
体
へ
の
申
請
だ
け
で
済

む
特
例
制
度
の
創
設
、
減
税
対
象
と

な
る
寄
付
の
上
限
が
二
倍
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
税
制
改
正
計
画
と
あ
り
ま

す
。
長
崎
県
平
戸
市
の
寄
付
金
額

12
億
8
千
万
円
は
市
税
の
47
％
で

す
。
人
口
5
千
人
弱
の
北
海
道
上
士

幌
町
の
9
億
1
千
万
円
は
町
税
の

140
％
で
す
。
米
だ
け
で
頑
張
っ
て
い

る
の
は
岡
山
県
吉
備
中
央
町
、
長
野

県
阿
南
町
、
福
島
県
湯
川
村
で
す
。

寄
付
金
の
使
い
道
は
米
生
産
農
家
の

支
援
の
た
め
で
す
。
栃
木
県
の
米
概

算
金
は
8
千
円
で
す
。
米
価
が
安
い

と
、
農
家
の
経
営
も
厳
し
く
な
り
、

農
業
従
事
者
が
減
れ
ば
耕
作
放
棄
地

が
増
え
て
し
ま
う
心
配
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
先
進
自
治
体
を
参
考

に
す
れ
ば
農
業
活
性
化
の
一
助
に
な

る
と
思
う
が
町
長
の
見
解
を
伺
い
ま

す
。

ま
ず
は
、
先
進
事
例
を
参
考
に
し
、

関
係
者
と
協
議
し
な
が
ら
前
向
き
に

取
り
組
み
ま
す
。
当
面
は
、
Ｊ
Ａ
・

道
の
駅
・
商
工
会
等
と
連
携
し
な
が

ら
、
町
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を
高

め
る
工
夫
や
Ｐ
Ｒ
の
工
夫
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
業
務
の
外
部
委
託
等
も
考

慮
し
て
、さ
ら
に
、便
利
な
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
が
で
き
る
よ
う

検
討
し
ま
す
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
趣
旨

　

と
違
う
が
、
地
域
間
競
争
に

な
っ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
税
収
を

上
げ
る
た
め
に
は
早
い
者
勝
ち
で

す
。
米
農
家
で
も
特
に
、
沢
地
の
田

圃
は
作
り
手
が
少
な
く
耕
作
放
棄
地

が
多
く
な
る
の
で
最
優
先
し
て
対
応

す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
町
長　

や
は
り
消
費
者
が
望

む
米
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
で
は
特
別
栽
培
米
だ
け
Ｐ
Ｒ
。
沢

地
の
米
の
Ｐ
Ｒ
も
検
討
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
　
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
す
る
一
般
質
問
の
内
容
は
、
質
問
・
答
弁
を
質
問
者
自
ら
要
約
執
筆
し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

先
進
事
例
を
参
考
に

　
　

前
向
き
に
取
り
組
み
ま
す

ふるさと納税で米農家支援を
町 農家への収入増を図る一つの方策

北條　勲　議員　

答
町
長　

本
町
の
ふ
る
さ
と
納

税
1
万
円
以
上
の
寄
付
者
に

5
千
円
相
当
の
返
礼
品
で
す
。
特
産

品
は
特
別
栽
培
米
５
㎏
、
梨
３
㎏
、

い
ち
ご
4
パ
ッ
ク
、
芳
賀
の
麦
焼
酎

1
本
等
を
セ
ッ
ト
に
し
て
い
ま
す
。

6
年
間
で
46
万
5
千
円
で
し
た
。
今

年
度
は
、
全
国
版
の
月
刊
誌
に
、
本

町
の
返
礼
特
産
品
の
量
が
多
い
こ
と

の
魅
力
が
紹
介
さ
れ
、
95
万
円
の
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。
税
制
上
の
メ

リ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
返
礼
品
の
魅

力
や
お
得
感
が
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上

げ
ら
れ
、税
収
増
加
策
だ
け
で
な
く
、

自
治
体
の
特
産
品
Ｐ
Ｒ
に
も
利
用
す

る
シ
ス
テ
ム
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
総
務
省
で
は
、
こ
の
制
度

の
趣
旨
に
反
す
る
よ
う
な
高
割
合
の

返
礼
は
自
粛
す
る
よ
う
要
請
し
て
い

ま
す
。
米
ど
こ
ろ
の
本
町
は
、
米
価

低
迷
に
よ
り
土
地
利
用
型
農
業
が
大

き
く
影
響
を
受
け
て
い
る
現
状
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
て
、

農
家
へ
の
収
入
増
を
図
る
の
も
一
つ

の
方
策
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（写真は返礼品の例）
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問
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
ど
う
活
用
し
て
い

く
の
か
、
投
資
額
に
見
合
う

計
画
な
の
か
伺
い
ま
す
。

答
町
長　

町
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
祖

母
井
の
市
街
地
整
備
や
都
市
基
盤
の

整
備
、
周
辺
の
住
宅
地
整
備
や
商
業

集
積
地
な
ど
創
設
す
る
こ
と
で
居
住

拠
点
を
形
成
し
ま
す
。
ま
た
本
町
に

は
長
期
総
合
計
画
で
あ
る
第
6
次
振

興
計
画
を
27
年
度
中
に
策
定
し
ま
す
。

女
性
が
働
け
る
場
所
の
創
出
、
工
業

団
地
の
拡
張
や
新
た
な
雇
用
創
出
に

つ
な
げ
ま
す
。
ト
ラ
ジ
ッ
ト
セ
ン

タ
ー
の
整
備
や
住
環
境
の
整
備
、
他

の
交
通
手
段
と
の
結
節
設
備
の
整
備

に
よ
り
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
等
の
基
幹
交
通
と

の
接
続
性
を
高
め
、
公
共
交
通
の
利

便
性
を
高
め
ま
す
。

問
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
整
備
に
よ
り
、
少

子
高
齢
化
対
策
と
若
者
定
住

対
策
、
そ
し
て
人
口
増
対
策
を
ど
う

考
え
る
か
。

答
町
長　

Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
魅
力
の
一

つ
と
し
て
、
芳
賀
町
転
入
者

の
新
築
や
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
補
助

金
交
付
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
方
策
を

考
え
て
い
ま
す
。

問
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ

る
、
ま
ち
づ
く
り
構
想
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
る
考
え
は
。

答
町
長　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の
地
方
版
総
合

戦
略
を
同
時
に
策
定
し
ま
す
。
策
定

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
中
で
検

討
と
専
門
チ
ー
ム
の
設
置
も
検
討
し

ま
す
。

問
祖
母
井
ま
で
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
整
備

し
た
ら
、
総
事
業
費
は
ど
の

く
ら
い
か
か
る
の
か
。

答
町
長　

た
だ
、
夢
を
言
う
の

で
は
な
く
、
行
政
は
積
み
上

げ
が
必
要
で
あ
り
、
建
設
事
業
費
、

運
営
費
等
、
全
て
を
把
握
し
て
い
な

い
中
で
言
う
べ
き
で
は
な
い
と
思
い

答
町
長
　
芳
賀
遊
水
地
か
ら
右

岸
堤
防
上
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
ー
ド
、
東
側
に
並
行
し
て
い
る
町

道
飯
島
・
上
横
西
線
も
歩
道
付
き
道

路
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
か
ら
遊
水

地
外
周
部
の
桜
堤
を
整
備
す
る
と
約

４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
回
遊
コ
ー
ス
が

形
成
さ
れ
ま
す
。
桜
や
草
木
の
開
花

時
期
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
等
を
年

に
数
回
開
催
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
際
、
祖
母
井
の
商
店
街

の
イ
ベ
ン
ト
や
神
社
な
ど
の
祭
り
、

ロ
マ
ン
の
湯
や
友
遊
は
が
と
連
携
し

た
、
回
遊
性
の
あ
る
取
り
組
み
を
図

り
ま
す
。

ま
す
。
当
面
は
本
田
技
研
北
門
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。
延
伸
の
可
能
性

が
見
通
せ
る
場
合
に
は
、
事
業
費
等

も
含
め
、
計
画
概
要
を
説
明
し
合
意

形
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問
町
民
の
健
康
増
進
に
「
赤
羽

ロ
ー
ド
」
や
芳
志
戸
に
予
定

し
て
い
る
芳
賀
遊
水
地
空
間
を
活
用

し
、さ
ら
に
河
川
の
護
岸
を
つ
な
ぎ
、

健
康
ロ
ー
ド
と
し
て
整
備
し
て
は
い

か
が
で
す
か
。

答
町
長
　
赤
羽
ロ
ー
ド
は
単
独

で
ア
ピ
ー
ル
し
利
用
促
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

芳
志
戸
の
五
行
川
遊
水
地
は
緑
地
機

能
を
付
加
し
、
計
画
案
と
し
て
、
外

周
を
桜
堤
回
廊
と
し
、
左
岸
は
、
四

季
折
々
の
花
咲
く
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

と
し
て
、
右
岸
は
サ
ッ
カ
ー
場
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場
な
ど
、

整
備
を
考
え
て
い
ま
す
。
真
岡
土
木

事
務
所
と
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

問
遊
水
地
と
道
の
駅
、
ロ
マ
ン

の
湯
と
回
遊
性
を
も
た
せ
観

光
に
も
生
か
せ
る
整
備
を
し
て
は
。

一
般
質
問
　
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
す
る
一
般
質
問
の
内
容
は
、
質
問
・
答
弁
を
質
問
者
自
ら
要
約
執
筆
し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ＬＲＴによる「まちづくり」は！
町 LRTを中心とした交通網の整備と住環境の整備

石川　保　議員　

芳
賀
バ
イ
パ
ス
歩
道
と
河
川
の

   　
　

護
岸
を
健
康
ロ
ー
ド
に

▲ ＬＲＴ（イメージ）

▲ 五行川桜づつみ（真岡市）
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答
教
育
長　

学
習
支
援
事
業
も

県
の
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ

県
東
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
芳
賀
福

祉
事
務
所
が
実
施
主
体
と
な
り
ま

す
。
町
で
は
、
小
学
４
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
と
中
学
生
を
対
象
に
、
そ

れ
ぞ
れ
週
１
回
２
時
間
、
５
月
連
休

明
け
頃
か
ら
実
施
す
る
予
定
で
す
。

事
業
の
周
知
に
際
し
て
、
対
象
家
庭

へ
の
案
内
や
応
募
の
受
付
は
町
教
育

委
員
会
が
行
い
ま
す
。
県
と
の
連
携

を
密
に
し
て
、
支
援
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

問
学
習
支
援
者
の
体
制
づ
く
り

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
き
ま

す
か
。

一
般
質
問
　
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
す
る
一
般
質
問
の
内
容
は
、
質
問
・
答
弁
を
質
問
者
自
ら
要
約
執
筆
し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

新たな生活困窮者支援制度の運用はどのように

町 相談支援員がワンストップで相談に対応

増渕　さつき　議員　

問
平
成
25
年
12
月
に
生
活
保
護

法
の
改
正
と
あ
わ
せ
「
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
法
」
が
成
立
し
、

本
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ

の
制
度
は
、
こ
れ
ま
で
制
度
の
狭
間

に
置
か
れ
て
き
た
生
活
保
護
受
給
者

以
外
の
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
支
援

を
強
化
す
る
も
の
で
す
。
対
象
者
の

実
態
把
握
や
予
定
さ
れ
て
い
る
支
援

事
業
、
県
東
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
と

の
連
携
方
法
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
答
町
長　

生
活
困
窮
者
の
自
立

相
談
支
援
事
業
は
県
の
事
業

と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
県
東
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
芳
賀
福
祉
事
務
所

が
実
施
主
体
と
な
り
、
町
と
連
携
し

事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
芳
賀
町
と

益
子
町
を
担
当
す
る
相
談
支
援
員
が

１
名
配
置
さ
れ
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

相
談
に
応
じ
る
こ
と
が
主
な
内
容
で

す
。
町
で
は
、
役
場
事
務
所
内
に
事

務
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
相
談
員
に

情
報
提
供
し
支
援
方
法
の
協
議
な
ど

を
行
い
ま
す
。

対
象
者
の
把
握
方
法
に
つ
い
て
は
広

報
と
と
も
に
心
配
事
相
談
来
訪
者
へ

の
案
内
、
要
保
護
者
へ
の
周
知
等
相

談
支
援
員
と
協
議
し
、
効
果
的
な
方

法
で
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
不
就
労
の
ひ
き
こ
も
り
等
対

象
者
の
掘
り
起
こ
し
が
重
要

と
な
り
ま
す
が
、
連
携
先
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

答
健
康
福
祉
課
長　

民
生
委
員

の
方
や
社
会
福
祉
協
議
会
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
方
、
教
育
委

員
会
な
ど
と
連
携
し
、
周
知
と
対
象

者
の
掘
り
起
こ
し
に
重
点
を
当
て
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
４
月
か
ら
の
窓
口
対
応
、
相

談
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

答
健
康
福
祉
課
長　

健
康
福
祉

課
福
祉
係
に
事
務
ス
ペ
ー
ス

を
設
け
、
相
談
場
所
に
つ
い
て
は

ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
の
対
応
で
、
家

庭
訪
問
の
ウ
エ
イ
ト
も
大
き
く
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
支
援
制
度
の
一
事
業
に
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
学
習
支
援

に
つ
い
て
、
町
の
取
り
組
み
を
お
聞

き
し
ま
す
。

　
　

役
場
内
に

   　
　
　

相
談
支
援
員
を
配
置

▲ 県東健康福祉センター 

答
子
ど
も
育
成
課
長　

県
の
事

業
で
は
、
業
者
に
委
託
し
て

実
施
す
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

問
学
習
支
援
者
に
つ
い
て
、
業

者
委
託
以
外
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
用
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

の
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

答
子
ど
も
育
成
課
長　

学
習
支

援
者
を
募
る
な
ど
し
て
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
に
む
け
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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問
国
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
法
と
改
正
地
域
再
生

法
の
２
法
を
成
立
さ
せ
、【
地
方
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
】
及
び
【
地
方
版
総
合

戦
略
】
の
政
策
目
標
と
策
定
を
推
進

す
る
と
し
て
い
る
。
課
題
の
解
決
を

図
る
た
め
、
自
立
性
、
将
来
性
、
地

域
性
、
直
接
性
、
結
果
重
視
と
い
う

５
原
則
を
掲
げ
、
全
省
庁
挙
げ
た
総

合
支
援
メ
ニ
ュ
ー
と
予
算
措
置
が
な

さ
れ
た
。
し
か
し
、
市
町
村
の
戦
略

が
命
で
あ
り
、
積
極
的
に
手
を
挙
げ

な
け
れ
ば
予
算
も
つ
か
な
い
。
総
合

戦
略
を
早
急
に
策
定
し
、
補
助
金
を

有
効
活
用
す
べ
き
と
考
え
る
。
人
材

支
援
制
度
も
整
備
さ
れ
る
の
で
、
活

用
も
含
め
て
国
の
動
向
を
ど
う
捉

え
、
予
算
編
成
や
事
業
に
活
か
し
て

い
く
の
か
考
え
を
伺
う
。

答
町
長　

地
方
版
総
合
戦
略
の

策
定
は
、
国
の
26
年
度
補
正

で
１
、０
０
０
万
円
が
交
付
さ
れ
る
。

次
年
度
に
繰
り
越
し
、
し
っ
か
り
と

し
た
戦
略
を
策
定
し
、
国
か
ら
の
助

成
を
得
た
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
人

材
支
援
制
度
の
導
入
に
向
け
て
も
本

町
の
総
合
戦
略
の
施
策
や
実
施
に
関

し
て
、
積
極
的
に
支
援
を
受
け
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問
一
方
で
国
は
、
規
制
緩
和
を

し
て
地
域
活
性
化
を
目
指
す

地
方
創
生
特
区
に
つ
い
て
、
や
る
気

の
あ
る
自
治
体
を
３
月
を
め
ど
に
指

定
す
る
と
し
た
。
芳
賀
町
も
総
合
戦

略
と
し
て
【
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
活
用
し
た
次

世
代
創
生
特
区
構
想
】
を
策
定
し
て

国
に
申
請
を
考
え
て
み
て
は
ど
う

か
。
祖
母
井
地
区
の
市
街
地
拡
張
や

区
画
整
理
、
公
共
施
設
の
統
合
に
よ

る
拠
点
整
備
等
々
を
リ
ン
ク
さ
せ

て
、
特
区
と
し
て
財
源
確
保
や
農
地

法
等
の
規
制
緩
和
を
求
め
て
行
け
れ

ば
ス
ト
ッ
プ
人
口
減
少
が
可
能
と
考

え
る
が
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

答
町
長　

非
常
に
興
味
の
あ
る

事
業
だ
。
特
区
に
し
て
芳
賀

町
を
魅
力
あ
る
町
に
変
え
て
ゆ
く
。

人
材
活
用
も
併
せ
て
国
と
綿
密
に
相

談
し
な
が
ら
特
区
申
請
に
結
び
付
け

て
行
け
れ
ば
と
考
え
る
。

　
人
口
減
少
問
題
と

　
　
　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

問
国
の
方
針
に
よ
る
と
地
域
間

競
争
と
差
別
化
の
流
れ
が
一

層
大
き
く
な
り
、
市
町
村
の
危
機
感

や
地
域
経
営
の
能
力
が
問
わ
れ
て
い

る
。
町
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
職

員
の
企
画
・
発
想
力
や
実
行
力
が
不

可
欠
で
あ
る
。

　

ま
た
、
企
業
や
地
域
住
民
を
巻
き

込
ん
だ
地
域
全
体
の
改
革
が
必
要
と

な
る
。
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
芳

賀
町
は
何
人
を
目
指
す
の
か
町
長
の

具
体
的
な
考
え
を
伺
う
。

　
答
町
長　

人
口
減
少
に
対
す
る

具
体
的
構
想
と
し
て
現
時
点

で
出
来
る
最
善
で
最
大
の
対
策
を
講

じ
る
こ
と
を
基
本
に
取
組
む
。
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
更
な
る
企
業

誘
致
や
居
住
条
件
の
拡
大
に
よ
り
、

持
続
的
発
展
の
出
来
る
町
の
条
件
と

し
て
、
２
万
人
程
度
を
維
持
で
き
る

町
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
。

問
昨
年
10
月
、
宇
都
宮
市
に
Ｌ

Ｒ
Ｔ
事
業
に
参
画
要
望
を
し

た
。
現
在
、
共
同
で
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
28
年
度
着
工
を
目
指
し

て
基
本
設
計
に
取
り
掛
か
っ
て
い

る
。
町
長
は
芳
賀
町
に
Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
言

う
線
路
を
初
め
て
引
く
一
大
事
業
を

端
緒
に
付
け
た
。
通
勤
や
子
供
達
の

通
学
の
費
用
は
半
分
以
下
に
な
り
、

短
時
間
で
多
く
の
便
数
が
あ
る
Ｌ
Ｒ

Ｔ
の
利
便
性
は
バ
ス
の
比
で
は
無

い
。
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
芳
賀
町
に
も
た
ら
す

経
済
効
果
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ

る
。
そ
こ
に
恵
ま
れ
た
福
祉
や
教
育

の
環
境
が
あ
れ
ば
人
は
自
ず
と
集

一
般
質
問
　
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
す
る
一
般
質
問
の
内
容
は
、
質
問
・
答
弁
を
質
問
者
自
ら
要
約
執
筆
し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

まち・ひと・しごと地方創生法及び地域再生法の活用について

町 しっかりとした戦略を策定し、国からの助成を得たい

水沼　孝夫　議員　

ま
っ
て
く
る
。
芳
賀
町
に
は
そ
う

言
っ
た
隠
れ
た
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ

る
。
今
が
千
載
一
隅
の
チ
ャ
ン
ス
だ

と
思
う
が
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

答
町
長　

躊
躇
し
て
い
て
は
手

遅
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
Ｌ

Ｒ
Ｔ
の
活
用
や
住
居
地
域
の
拡
充
、

そ
し
て
工
業
団
地
再
整
備
、
魅
力
あ

ふ
れ
る
芳
賀
町
に
し
て
い
く
た
め
、

農
工
商
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
持
続
的

発
展
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

地
方
創
生
は
こ
れ
か
ら
始
ま
る
。
人

口
減
少
と
地
域
経
済
の
縮
小
の
悪
循

環
を
断
ち
切
り
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
の
好
循
環
を
作
り
芳
賀
町

の
再
生
を
し
て
い
き
た
い
。

▲ ライトレール（富山市）


